
丸尾：言語発達遅滞児の発達経過についての一凄例

幼児の言語発達に関する研究 』（2）

言語発達遅滞児の発達経過につい七の一事例
■　、

研究第5部丸 尾あき子

　1　目　　‘的

　言語発達遅滞児の発達経過について前回は構文の面か

ら盛的に発達の状況を明らか比したが，今回は質的に機

能め面から分析を行ない言語が伝達（コミュニケーショ

ソ）の手段としてどのように使胴されて複雑な変容をし

ていったかなどの表象内容について検討することにし

た。

㌧H方　一法

、指導経過のうち前回使用した第1回，第9回，第16回∫

第25回，第32回の同資料を検討の対象とレた。そうして

文字化された一枚ずつのカ』ド比づいて次の謄点により

分析を試みた。

　1）聞き手が子どもの；とばの意味を理解できるもの

　　a　理解可能な言語

　　　1欄き手が発語を場面や状況などの手がかりがな

　　　1 ぐてもF有意味語として認めることができること

　　　』一ばで成人語及び幼児語も含まれている。

　　b　｝部理解可能な言語

　　　単語の音の一部だけの発語で場面や状況などの

　　　 手がかりを加えて理解できることばである。

　　　なお’理解不可能な言語て哺語的なもの，歪曲さ

　　れて理解できないものなど）は取り上げながった。

　2）　対人関係において言語が伝達の機能をもつかど

うカ・といぢ点から分類 した

　　a　無　意　図
　　　聞き手に衷現・伝達の意図をもたない言語で反

　　　響語や独語，感嘆語などであり，従って聞き手

　　　　よりの応答を期待、しないことぱである。

　　b　表　　現
　　　 子どもから聞き手に対して何かを表現伝達しよ

　　　　うとする意図をもづことばで聞き手の応答を期

　　　待するごとぱである。．

　　c　応　　待

　　　櫛側捗傭し安・騨規て謙で応匙て
　　　 何か臓舞伝靱ようとするこ岬であ有・』
』3〉　機能の内容を更に塗ぎのように分類しなl

　　a独語・レロま参・c呼びがけ・d會名酔ρ 説男醒

　　f命令』宮情緒的言語・k質問・二応答などぞあ

　　る。

4）晒伝達機能別に文の嘩辛轡弟騨こ
ついても検討を加えた

　　a’文の構造

　　　文節によって区切り一文節，二文節， 5文節』

　　． だ多文節く四文節以上）からなう文，並列文，複

　　 ∫、・文に分類した。

　1ガ文の・数
　　　お分間ζ話された文の数を数えて次ぎのよラな

　　　基準で一文とした。
　　　一丈として完成している場合，不完全でも休止

　　　できれている場合，並列文，複文。

　l　c 占文の長さ

　　　一文を構成する品詞数を数えて衷わし為5

皿　結　　　果・

　1　指導経過による結果

a）第1回目　2：3－15
（イ）隔き手の理解度からみたことば

第1表

理解劇 頻　　数
1 ％

理解可能
部可能

44 9316㌧・

6』4癌・…こ 1

．合計　1 47 1　　　
　ン　．ン

100PPl．．，　　r1‘

ド置．
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第工表にみるように理解可能なことばは93．6％でかな

り明瞭な傍達を果している。

（ロ）伝達の機能

伝達の機能として子ども側からの自発的な表現の言語

と働きかけに対する応答とをみると自発的な表現の言語

第2表

1頻数

第4表

第12集

伝達の機能 ％

機能川文備副頻刺％
無意図卜文馴1 100．0

表

無意図
表　　現
応　　待

1
26

20

現　　一文節

　　二文節

24

2
92．3

7．7

2．1

55，3

42．6

の方がやや優位である。なお伝達の意図をもたない言語

の出現は少ない（第2表）。

　的　伝達意図の内容

　第3表によれば子ども側から自発的に命名や説明して

伝達しょうとすることばの出現が一番多く次いでTの働

きかけに応待する苓とばで応答，口まね，命名の順であ

る。内容をみると自発的にコレ，ココ，イタイ，アッタ，

応

第3表

第5表

待1一文酬2・・1…、・

機能別卜文中の欄数1文の数　％

無意馴 1 1 100．0

表　　現 1
2
3
4

19

5
1
1

73，0

19．4

3．8

3．8

応待
12 18

2
90．0

0．O

合 計 47

機能別

無意図
表　　現

応　　待

内 容

独　　語

呼びかけ
命　　名

説　　明
命　　令

口　ま　ね

命　　令
説　　明
応　　答

頻　　数

1

1
10

14

1

6
5
2
7

％

2．1

2．1

21．3

29．8

2，1

12．8

10．6

4．3

14．9

オチタといって説明したりpカギ，ホームなどと命名し

て伝達する一方，Tのことぱをそのままテッキョウ，ク

ルマ，がイッタと口まねしたり，ウソと返瑠やあいづち

をうって応答したりしている。

⇔文の槽造
伝達の意図をもつ言語，もたない言語のいずれもが殆

んど一語文でありそれでコミ晶ニケートしている（第4
表）。

　㈱　文の数と長さ

第5表でみるように伝逮の意図をもたない言語，もつ

言語のいずれの機能でも，一品詞の構成が最も多く，子

ども側からの自発的な表現の書語に品詞を重ねて話す傾

向がみえ始めている。しかし文の数は僅か47で少ない。

　以上が初回の結果である。これによると一晶詞の構成

による一語文で表現して伝達したり応答したりしてい
る。

　b）第9回目　 2：5－24

（イ）聞き手の理解度からみたことば

第6表

理解度
理解可能
一部可能
擬　　声

合　　計

卜頻数
204

6
2

212

口

％

96．2

2．8

1，0

11・・．・

第6表にみるように一部理解可能なことばは減少し理解

可能なことぱが増加して伝達は可能になってくる。

（ロ）伝達の機能

　ことばの理解がすすみ働きかけに対してことぱで応じ

る態度があらわれて応答が多くなってきた（第7表）。

第了表

伝達の機能

無意図
表　　現
応　　待

頻　　数

23

組
105

％

10，9

39．6

49．5
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　的　伝達意図の内容

　第8表の伝達機能の内容をみると働きかけに対してウ

ソとあいづちをうつ場面が多くなり次いで説明（タッチ・

ナイナイ　・オジョウズ・コッチポノノレノ　9ママノ），

命令（カミ・ハサミ・ブーブの名詞や動詞＋助詞よりな

るト ッテ・ツクヅテ・カイテ・モッ トなど）など子ども

側の要求に結びついたものが多くことばが伝達の機鰭を

もって使用され始める。なお伝達意図のない言語では独

語の急激な増加があらわれ内容としてアラダメヨオスワ

リ・ヤダダメヨ。スワルノ・オンナジなど子ども自身の

行動や意図をことばで衷現したり遊びの状況を叙述した

りするなゼ自分自身に話しかけながら行動する思考との

結びつきがみられる。

第8表

機　能　別

無意　図

表 現

内 容

独 語

呼びかけ
命　　　名

説　　　開

命　　　令

ま　ね

　名
　明
　答
　問’

頻数
23

2
10

36

36

21

11

19

53

1

％

1σ．9

1．0

4．8

16．9

16．9

第m表
機能別一文中の品綱文の数

無　意　図

表 現

　1

　2

　3

　4

擬声
1・

2r

3
4－

5

18

2
1
1
1

38

22

17

6
1

応

応 待 口

命

説

応

質

待 　1

2

　3

　4

　5

擬　声

82

14

6
1
1
1

合 計
212

％

78，2

8，6

4．4

4．4

4，4

45，2

26．2

20．2

7．2

1，2

9．9

5，2

8．9

25．0

0．5

78．0

13．3

5。7

1，0

1．0

1．0・、

　⇔　文の構造
　第一9表にみるように伝達の意図をもたない言語と・も

つ言語はいまだ白語文が大部分をしめているが自発的に

伝達する表現では二語文が30％近い割合で倖用されだし

　第9表

機1能　別 文の継造 頻数 ％

無　意　図 一r 　節

　文　節

文節
　声

20

11　

87．1
．3

．3

，3

表　　　現 一　文　節

文　節

　文　節

58

51

69．0
29．8　

1．2

応　　　待 一　文
節二　文　節

三 文　節

　　　声

98

11

93．3

」7　

1．0

．o　r

てきた。

　㈲　来の数ξ長さ

　伝達の意図をもたない言語と伝達の意図をもっても，

応待の段階の言語は共頃まだ一贔詞の構成がかなり多い

が醗的な表現では二欄・三欄とレ・う組合せがみえ

文の数も2・2と魯獣柳し噸発な論活動鰍鰹

みられだす（第10表）。

、以上からみると・ことばの理解が可能になり文の数は

急激に．目立って増加ゴし・ことばで応じる態度がみら都る

などゴ こrとばを使用しての交流が出来始めた。Tのこと

ばを模倣して学習する状態もみられる一方ジ要求を出し

たり翻した輪名し油など，伝達の意図をも？醗

語が多くなる。

　c〉第16回目　2＝7－12

　（イ）聞き手の理解度からみたことぱ

　第11表に示したよ うに擬声の使用が目立ち，一部理解

可能な言語は更に減少．レて，理解可能な言語が話される

第11衷

理解劇
理　解　可　能

一　部　可　能

擬　　　　声

合　　計

頻 釧
138

　1

13

11

152

％

90．8

0，7

8．5

100，σ
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ようになる。

　㈲伝達の機能

伝達の意図をもたない言語の出現もみられる一方，伝

達の意図をもつ言語では，前回と同時に，表現に比べて

応待の言語の方の出現がやや多い（第12表）。

第12表

伝達の機能 頻 数 ％

無　　意

　　

応

図現待 18

173

11．9

0．1　　

48．0

　の　伝達意図の内容

　第13表にみるように伝達の意図をもつ書語のうち応答

の出現が一番多く自発的な説明がこれに次ぐ。そうして

質問があらわれだす。

　内容をみると，10エソモッテ，オタータヌイデ，ハン

ナイヨ♪　トマトヤイテルノ，モッテクルンキッタワヨコ

レ，コレヤルノ，キッテカラネなどといって自発的に叙

述したり意志を表現し，また応答して説明したりしてい

る。そうしてコレハ？7イレナイノ？，フーセンハ？，

ヤイテイイノ？　などと質問したりして字ども側からの

言語活動がさかんになってくる。

第13表

第14表

機　能別 文の構造 頻　　数 ％

無　意　図 一　文　節

　　　声

612

33．3

6．7

衷　　　現 一文　節

文節
　文　節

37

04

60．7

2．8

．5

応　　　待 一　文　節

文　節

文　節

　　　声

66

11

90．4
．8

．4

．4

　（ホ）文の数と長さ

　第15衷によれば，前述したように伝達の意図はもたな

いが遊びにともなって発せられる擬声が目立つ。伝達の

意図をもつ言語では前回と同じように自発的な表現の方

に品詞を重ねて話す長い文が出現し始めて“る。文の数

は再び減少をみせている。

第15表

機能別1内矧頻数 ％

無意図　独　語 18
11．9

表　　　現 命　　名 8　　 　5，3
説　　明 34

22．3
命　　令 11

7．2

質　　問 8
5．3

応　　待　口まね
　　　　　命　名
　　　　説　　明
　　　　応　　答
　　　　命　　令

10

6
16

40

1

6．6

3．9

10．5

26．3

0．7

　＠文の撫造
　伝達の意図をもつ冒語のうち応待の一語文が目立って

多い・鱒め意図のない言語では擬勅｛急激に増加をみ

せている。 炊飯盟から水をこぽしてジャーとかボールを

けり返してトーソ，風せんを飛ばしてジャーンのように

動作や奉びにともなって発する音を楽しむ独語が大きな

割合をしめる（第14表）。

機能別 隊中の品剛文の数 1％
無意　図 1 6

33．3

擬　声 12
66．7

表　　　現 1 16
26．2

2 17
27．9

3 13
21．3

4 9
14．8

5 5 8．2

7 1 1．6

応　　　待 1 58
79．5

2 6 8．2

3 6 8．2

4 2 2．7

擬　声 1 1．4

合 計 152

　以上の結果から文の数の増加ということより内容的な

変化がみられる。理解可能な言語が多くなる。自発的な

表現に長い文の出現が増加する一方，無意図的に擬声を

発して音を楽しむ状態が目立つという工合である。

　d）第25回目　2＝11－8

　（イ）聞き手の理解度からみたことば

　第16表にみるようにことばの意味理解がすすみ理解可

能，一部理解可能な言語の出現が多くなり文の数も再び

増加をみせている。
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丸尾・言語発達遅滞児の発達経過についての一事例

第16表

理　解　度 頻　　　数 ％・

理解可　能
　部　可　能

　　　　r声

216

1

97．3
．3

．4　　

合　　．計　、 222 工00．0　　・

⑨伝達の機能

第17表に示したように伝達の意図をもたない言語は減

少をみせ伝達の意図をもつ言語はTの働きかけに応じる

もの・子ども側筋醗的に輝鍋ものの両方！こ舗
活動の活発なうごきがみられる。

⇔文の構造
』伝達の意図をもつ言語のうち応待の一語文は相変らず

多いカ｛自発的に表現しようとすることばでは二語文以上

の出現がめざましい（第19表）。

第19表

第1了表

伝達の機能

無　意　図
表　　　現
応　　　待

頻　 数

9
104

109

％

4，1

46．8

49．1

機』能別 文の構造 頻数 　％

無　意　図 r文節
6 66．7．

二 文節
1 11．1

多語文
1 11．1

擬　　　声 1 11．1

表　　　現 一業節
33

31，7

二1文 節 35
33．7

三 文　節 24　 23．1

多　語　文 12　　 11．5
『

応　　待 一　文節
89 81， 71

二 文節
11 10，1・

三 文1節 6 5．5

多語文 3 12．7

第20表

マ9伝達意図の内容
第18表の伝達機能の内容をみると子ども側からの自発

的な説明，働きかけに応じる応答に言語活動の活発な状

態が目立っている。内容としてサムイカラネ， コワイヨ

ージテ芝オコッテルワソワソのような情緒的表現やアラ

マタココオニンギヨヤッテルゴ，ウルチャイナソダッテ

ジョーシャソヤッテルヨゼオミジ藷ノジョーシャンガヤ

ッチャツタコーヤッテ，コレナソカシューシ昌一ッテク

チカヲデテキチャッタヨなど動作の細かい説明があらわ

れ出している。

第18表

機能別　内　容　頻　数 ％

無意図 独副 9 14・・

表　　現r 呼びかけ　　　　4

　　　 命　名　　　7
　　　　説　明　　・65
　　　　命　令　　15
　　　　質　問　　13

1．8

3i2

29．3

6．7

5．8

応 待　口まね　
7

　　　　命　名　　10
　　　　説　明r　28
　　　　応　 答　　61
　　　　命　令　　2
　　　　質　 問　　 1

3。2

4‘5”

12，6．

27．5、

．0．9

0．4

機能別1一文中の繭数1文の数 ％

無　意　図 1 5 55』6
r2 1 1L1

5 1　 11．1

ε 1 ．1111rl』

擬　声　 1 11．1

表　　　現 1 16
15。4r

2 14 13．4

3”
17 16131

、〆
21 2012

5　
13

r12，5 二

6 ．10 9．6

7 9 8．6

8， 1 1；0』．

9 1　 1．0

10 1 1．0　．

14』 1 1．O！

応．　待 1　．
77

70．6

2　 9 8．3

3』
10 9．2

4、 5 4．6

5 4 3．71
6． 1 0．白

　　7　、　ロ

3 2．7、

一合 計
222

一F
69
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　㈲　文の数と長さ

　第20表にみるように伝達の意図をもつことばではTの

働きかけに応じる言語活動が極めて活発であるが，長い

文になると，子ども側からの自発的な働きかけのことば

の方が優位である。なお，文の数も222となって再び増

加をみせている。

以上からみると，Tの働きかけに応じることば，子ど

も側からの自発的な表現のことばの両方に言語活動の活

発な状態がみられ長い文になって丁寧な説舅が可能にな

る。

　e）第32回目　3：2－28

　（の　聞き手の理解度からみたことぱ

　第21表に示したように一部理解可能なことぱを除き文

の数は急激に減少している。

第2陵

理解度1頻 数1 ％

理解可能
一　部可能

142

　5

96．6

3．4

合　　計 147
100，0

　Tの働きかけに応じて説明する言語の出現がめざまし

く応答がこれに次ぐ。自発的に説明する言語の方にも伝

達表現の発達がみられる。内容をみると働きかけに応じ

る雷語ではソージャナクッテネと前おきしてアノネオニ

クガネヤスインデス，ヤサイトウッテマスグレーブスモ

ウッテマスなど状態の説明をしたり，自発的な表現にな

るとオツカイイッテクルカラオルスパンシテテヨ，アッ

チノミギガワニアリマスオミセ，オオキナユビワ100エ

ンデス，イママッテマスッテママガ，イマオシエテアゲ

ルカラのように複文も話されだす（第23表）。

　（⇒文の構造

　第24表にみるように伝達の意図をもつ言語では働きか

けに応じる応待の一語文が相変らず多く二語文以上の出

現も増加しているが自発的に子ども側から衷現する雷語

の方に二語文，三語文というような文節数の多い長い文

の出現が目立っている。

第24表

第22表

伝達の機能

無　　意　　図

表　　　　現
応　　　　待

頻

’

数1

　2

42

103

％

1．4

28．5

70，1

（ゆ伝達の機能

第22表によれぱ伝達の意図をもたない言語は更に減少

して伝逮の意図をもつ言語のうちTの働きかけに応じる

こと骸まカ｛著しく活発である。

的　伝達意図の内容

機能　別

無意　図

表 現

応 待

文の構造

一文　節
擬　　　声

多

複

文

文

文

語

節

節

節

文

文

多

並

一文
　文
　文
　語
　列

節

節

節

文

文

頻数

14

12

11

4
1

73

17

9
3
1

％

50，0

50．0

33．3

28，6

26．2

9．5

2．4

70．9

16，5

8．7

2．9

1．0

第23表

機能　別

無意　図

衷．　現

応 待

内　　容

独 語

呼びかけ
説　　　明

命　　　令

質　　問

口　ま　ね

命　　　名

説　　　明

応　　　答

頻　　数

2

4
24

9
5

5
8

48

42

％

1，4

2．7

16，3

6．1

3．4

3，4

5，4

32，7

28．6

　㈲文の数と長さ

　第25表をみると伝達機能の有無にかかわらず爽現を除

いて一品詞の欝成が半数を占めて文の数は147と急激に

減少しているが子ども側からの自発的な表現は品詞を重

ねて話す言語活動の活発な傾向が前回と同様にみられて

いる。

　以上終結に近づく頃になると言語に対する理解淋すす

み，働きかけに応じる言語活動が益々活発になる一方，

子ども側からの自発的な表現の言語活動も活発になり

多語文・並列文・複文などと発達をみせ接続助詞カラを

使用しての細かい説明が可能になる。
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第25表 第27表

機能別
無　意　図

衷 現

応 待

一文中の欄数1文の数

　1

擬　声

1
2
3
4
5
6
7
8

10

1
2

・3

4
5
6
7
8

11

合 計

10

8
8
6
3
2
3
1
1

58

15

9
9
6
2
2
1
1

147

％

50．0

50，0

23．8

19．1

19，1

14．3

7．1

4．7

7．1

2，4

2，4

56．3

14．5

8．7

8，7

5．8

2．0

2．0

1．0

1．0

霧達鴫早騰回鵜回鵜鷺巽回昊

無意図

表現
応待

合計

1　2．1

2655．3

2042，6

2310，9

8439．6

10549，5

1811，9

6140．1

7348，0

　9　4．1

10446．8

10949．1

　2　1．4

4228，5

10370．1

14712121・52
12221147

　言語活動のうち伝達意図のない言語は第16回迄は増加

するが以後減少する。子ども側から自発的に表現伝達し

よ うとする言語とTの働きかけに応待する言語は共に各

段階とも活発な動きがみられ特に第9回以降は応待によ

る言語活動の伝達意図φ発達の方が優れている。』なお，

Tからの働きかけは条件の設定を行わず自然の会話のや

りとりの結果であるたあ，全体の文の数は表現に比べて

応待の頻度が高くなってきているといえる。詳細な結果

は応答量（応答，無答，返番にならない発語など）， 応答

内容（模倣応答，訂正応答，拡充応答など）の分析を行

わなければならないが，・今回は行わなかった。いずれに

せよ伝達の機能は増減め形を辿りながら発達をしている

（第27表）。

的一伝達意図のない言語の内容

第2a表

　2　発達的考察

㈲　聞き手の理解度

第26表

理解度
第1回目 第9回目第16回目第25回目第32回目

頻数 ％頻数　％頻数 ％頻数 ％頻数％

1理解可
能な書甑

4493．6 2049年・213890・821697．3 14296．6
闘目

一部理
解可能 3　6．4 6　2．8　1　0．7 5　2．3 5　3．4

な言語

擬　声 2　1．013　8。5 1、0．4

合計
47

12121152 1222 i147

細笹1驚1牒第掌ll課

情 緒 1　2．1 104』7 53，3
5　 2．2 1　0．7

命　名 2　0』◎

説　明
10

4．7 1　0，7 2　0．9

擬　声 1　つ．6
12

7．9 1　0．5 1　0．7

質　問 1　0．5

　第26表にみるように理解可能な言語は各段階とも90％

以上を占めており殆んどが伝達可能のわけである。r部

理解可能な言語は増えたり減ったりして理解可能な言語

へと習得過程をみせている。．また一時期に擬声の急激な

発達もみえていて言語的伝達の意図は活発である。

（O　伝達の機能

・独語　伝達に意図のない言語は第9回目，第16回目に

出現が多く内容にも変化がみられる。アツなどの情緒的

表現やヤダ，ダメヨ，オス7リ，オソナジなどと玩具や

椅子や自分自身に対して意図をいったり説明をしたりす

ることばやジャ［ソ，トーソ， ジァーのように動作をし

て音を楽しむことばがあらわれている。しかし発達につ

れて減少していく。

　⇔　伝達意図をもつ言議の内容

　第29表によれば伝達の意図をもつ言語のうち子ども側

から自発的に表現することばに比べ働きかけに対して応

答することぱの方に出現の優位さがみられる。これらの

内容をみると次の通りである。
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　命名　伝達の意図をもつ言語のうち命名は「これは？」

とか「それはな一に？」という質問に答えてブーブ，テ

ソシャ，ボール，アンヨ，チョコレート，ゾーサソのよ

第29表

うに玩具・身体・食物。動物など身辺の多称から，自発

的に表現するイマ，ミギ，ナカ，オトなど抽象的なこと．

ばへと習得の拡がりをみせているが，発達につれて眼前

の事象から離れて会話が成立するようになると減少して

いく。

　説明　次ぎに説明の機能をもつことぱは働きかけに対

しての応答になるとゴアソ，ココン40エソなど一語文に

よる表現から指導が進むに従いハソバークガデキル，

オダイドコヤッテソノ，オサイフハナイデス，ソージャ

ナクッテネ，ココヘスワッテイイなどのように叙述p状

態，理由，意図などについて主語，述語からなる文形式

によって伝達が行われ次第にオツカイイッテクルカラオ

ルスバソシテテヨのような複雑な文も話されるようにな

り出現量も増加していく。また子ども側からの自発的な

説明は増減の経過をたどりながら広範囲な内容の変化を

みせて伝達が可能になっている。内容をみると，情動感

覚（カワイイノ，ヨカッタ，イタイヨ，サムイカラネ）

叙述的表現（ワソワソツイテル，ココニ5昌ソノノレヨ，

ミソナネテル，シュシュシ昌一ッテノムノ，オオキナユ

ビワ100エソデス，アッチノミギガワニアリマス）批評

（ダメ，オジョウズ）意図（ヤクノ，モッテクル，ヤイ

テルノヨ，イマアゲマス，コレイレルノ，イマオツカイ

イッテクルカラ，イマオシ謀テアゲルカラ）などである。

　命令　伝達の機能をもつことばとしての命令は当然の・

亦ながら自発的な表現に出現が多く場面に馴れた第9回

目には急激な増加がみられる。最初はアソヨ，ブーブ，カ

ミ，ドータソのように一語文の名詞で要求を表現し次ぎ

にモット，ツクッテ，トッテ，カイテなど動詞十助詞（テ）

の形式で願望を現わし更に進むとKチ’ ソガヤルノ，

コソドコレスルノヨpコレコボサナイデネ，コレタベナ

サイ，スワッテイナサイ，ココドイテクダサイ，チョッ

トマッテクダサィのように文形式で意志禁止命令など説

明がなされ自我の芽生えと共に発達がみられていく。

　質問　次第に質問があらわれはじめており出現は命令

の場合と同様に自発的な表現における質問が多く対人闘

係において言語の伝達がさかんになってきたことがうか

がえる。質問の形式としては第30表に示したように単な

るウソ？のきき返しがイレルノ？・フウセソハ？のよう

に尻あがりのイントネーショソで表現する形となり次第

にドコイクノ？，ナ昌シテルノ？，ホラコレノホウガ大

キイデシ3ウ？，カイモノイイデスカ？，ナソノオトデ

ショウネ？，ココドコイッタカナ？などのように疑問詞

第1回目第9回目第16回目1第25回目第32回目

表現 2655鮎39％614。弩1、。446髭4228考

呼びか 1　2．1　2　1．0 4　1．8 4　2，7

け

命名 1021．310　4．8 8　5．3 7　3，2

説　開 1429．83616．9 3422．3 6529．3 2416．3

命令 1　2，13616．9 11　7．2 15　6，7 9　6．1

質　問 8　5，3 13　5．8 5　3．4

応待
2・4乞611。549・5173副1・949411・37・・1

口まね　6　12．8

命名　510，6
説　明　2　4，3

応答714，9
質問
命令

21　9．9

11　5．2

19　8．9

5325．0

1　0．5

10　6，6

6　3．9

1610．5

4026．3

1　0．7

73．253．4
104．585．4
28　12．6　4832．7

61　27．5　42　28．6

1　0．4

2　0，9

第30表

質問

きき返 2100．0 1　50．0 10　55，6 8 34．88　61．5
し

語尾の
抑揚を 6　33，3 3　23．1
あげる

疑問詞の使用

1　50．0 2　11．1 15　65，22　15．4

（器 （11。軌。（210砿0 11：1：：（210砿0

合計2
12118 123 113

の便用がみられて質問したり状態を説明したり同意を求

めたり独語するなど登富な使用が可能になる。

　口まね 伝達意図をもつ雷語のうち働きかけのことば

をそのまま模倣して答える状態は最初の段階が多く次第

に減少していく。たとえば走るの→ハチ，くるま→クル

マ，それはおまど→オマド，はっぱもつけて→チュケテ

などのようでありこれにより言語の習得過程の側面がう

かがえる。

　応答　働きかけに対する言語的応答の割合は各段階と

も出現が多く言語による伝達機能の発達がみられる。内

容はウソ，ハイのあいづち，返蛮が主であるが次第にコ

レハネパソの命名から4ツイレルノ，ココネチャッタ，

イッバイノッテル，オサトウハイッテノレワヨ，オダイド
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コヤッテソノのように説明へと発達している。

　㈲文の構造
　第31表は伝達の意図をもたない言語である。いずれも

一文節よりなる文構成が殆んどであり増えたり減ったり

して発達の経過を辿っている。ジャー，トーソ，ジャ

ンのように遊びに伴って発せられる擬声は遊びの範囲が

広まり運動が活発になるにつれてみられている。次ぎに

第31表

ヤッテオトウサソヤルノ，アラマタココオニソギョウヤ

ジテルヨ，オツカイイッテクルカラオルスバソシテテヨ

などのように文が長くなって説明が可能になっていく。

第33表

　　　第1回目第9回目第將回目第25回目第32回目
無意図

　　　頻数％頻数％頻数％頻数％頻数％

一文節

二文節

三文節

多語文

擬　声

1100，0 2087．1

1　4．3

1　4．3

1　4．3

633．3　666．7　150，0

　　　111．1

　　　　111．1

1266．7　11工．1　150．0

1231・8

応待
姦回鑑回昊鑑灘回膿回昊

合計
h 9 2

一文節 20100．O 9893．3 6690，48981．7 7370．9

二文節 5　4．7 5　6．81110，1 1716．5

三文節 1　1．0 1　1．4　6　5．5 9　8，7

多語文 32．7．32・9
並列文 1　1．o

擬　声 1　1．0 1　1．4

合計12・ 1・51731・・g　I・・3

内容をみると玩具などをみてアッという簡単な悩緒表現

からスワルノ，ヤダヨ， アラトマッチャッタヨンアレコ

ッコドマイッチャッタカナのように自分の行動や意図，

あそびの叙述，自問自答などが文形式になっであらわれ

思考の発達がうかがえる。

第32表

表卑識羨回灘膿灘
一文節

二文節

三文節

多語文

複文

合計

2492，3

2　7，7

5869，0

2529．8

1　工．2

126、睡

3760．7

2032．8

4　6，5

3331．7

3533．7

2423．1

1211．5

16・11・4

1433．3

1228，6

1126．2

4 9．5

1　2．4

142

　第32表は子ども側から自発的に表現して伝達する言語

である。表にみるように文の数は第回25目迄は増加する

が第32回になると急に減少する。これは最初は一語から

なる文が多いが次第に減少して文節数の多い文が話され

るようになるからである。即ち自発的に衷現伝達する書

語は指導がすすむにつれて，畏い文が話されて発達がみ

られていく。内容をみるとブーブ，デソシャ， 10轟ソ

のように一語からなる命名からコレテ｛ブ，コレアソヨ

と代名詞＋名詞の組合せがコレキヅタワヨ，コレスルノ

のように助詞が使用されて叙述に変わ．りコジコヤッ恭リ

ヤッテルノラッバ，シュシ晶ツテヤルノコウヤッテ，コ ウ

　第33表も第32表と同じく伝達機能をもつ言語でありこ

れはTの働きかけに対して応答することばである。各段

陵とも一語で応答することが多く次第に文節数の多い文

が話されていく。内容をみると最初は働きかけに対して

ウソの返卒，あいづちが多く次いで・ノヒトドーソドー

ソ，イッバイハイッテル，コレイレテルなどの説明から

ヤサイトウッテマスグレーブスモウッテマスのような畏

い文で応答出来るようになり発達がみられる。

　＠文の数と長さ
　第34表は伝達の意図をもたない言語について「文を構

成する品詞数から文の長さを調べたものである。各段階

とも一品詞の構成が多いが第9回目，第25回目に品詞数

の多い長い文の出現がみられ両者は質的に異っている。

即ち文の数としては9回目が一番多いが25回目は文の数

は減りその変わり品詞を重ねた長い文が話されるように

なり，これにより思考の発達がうかがえる◎また第16回

には音を楽しむ擬声が多い。

　第35衷は伝達の意図をもつ言語であり子ども側から自

発的に表現して伝達しようとすることぱについての文め

長さと数を調べたものである。これによると第25回迄ば・

一品詞の構成によることばは急激に減少をみせ変づて品

詞を重ねる長い文が話されるようになり文の数も増加を

みせている。終結近くなると語数は少なくなるが府容的

に長い文の出現がみられて くる。．これにより自発的に蓑

現伝達しようとする書語に伝達意欲の活発な動ごぎの状

態がうかがえる。

　第36表は伝達の意図をもつ言謡のうち，Tの働きかけ

に対して応答することばであり次第に品詞数が多くな り

長い文が話されるようになっていく。これを自発的に衷

現伝達しようとすることぱと比べてみると応待の場合，
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第34表

無　　意　　図
一文中の

品詞数

　1

　2

　3

　4

　5

　8

擬声

合計

第1回目

文の数％

1　100，0

1『

第9回目

文の数％

18　78．2

2　　8，6

1　　4．4

1　4，4

1　　4．4

23

第16回目

文の数％

6　33．3

12　66．7

18

第25回目

文の数％

5　55．6

1　11．1

11．1

11．1

11．1

9

第32回目

文の数％

1　50．0

1　50，0

2

第35表

表 現
一文中の

詞数

第1回目 第9回目 第16回目 第25回目 第32回目

文の数　％ 文の数　％ 文の数　％ 文の数　％ 文の数　％

19、73．0
　19．4

　　3．8

　　3，8

38　45．2

2　26，2

17　20．2
　　7．2

　　1，2

16　26，2

7　27，9

3　21．3

　14．8

　　8．2

　　1．6

16　15．4

4　13．4

7　16．3

1　20，2

3　12，5

0　　9．6

　　8．6

　　1．0

　　1．0

　　1．0

　　1，0

10　23．8
　19．1

　19．1

　14，3

　　7．1

　　4．7

　　7．1

　　2．4

　　2，4

合計
26 84 61 104 42

一品詞の構成で答えることばが各段階とも大部分を示め

ており自発的な伝達のことぱの方に品詞を重ねて話す長

い文の出現が多い・このことから言語発達においては大

人からの働きかけに応答させるよりも自発的に表現伝達

する意欲を高めていく指遵が重要であるといえる。

　．13　要　　約

　2才3カ月より3才3カ月までの一年間言語指導を行

ない録音により収録されたことぱを文字化して言語発達

の状況を伝達機能の面から検討してみた。

　1）初回では伝達の意図をもつ言語，もたない言語の

いずれもが一文語である。

　2）第9回ではことぱで応じる態度があらわれる一方

要求をことばで使用し始める。独語の急激な増加も目立

つo．

．3）第16回では子ども側からの自発的な伝達活動がさ

かんになり擬声を楽しむ状態がみられる。

　4）第25回では働きかけに応じることぱ，自発的に表

現することぱの両方に言語活動の活発なうごき演みられ

る。

　5）第32回では働きかけに応じる言語活動が著しく活

発である。また子ども側からの自発的な表現の方に畏い

文があらわれている。

　6）伝達意図のない独語は発達につれて減少してい
く。

　7）伝達機能をもつ雷語のうち命名は発達につれて減

少していく。

　8）説開の機能をもつことぱは一語文から複籍文へと

発達し出現も増加していく。

　9）命令は自我の芽生えと共に発達がみられ9回目に

は急激に出現が目立っている。
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第36表

一文中の 第1回目 第9回目 第16回目 第25回眉 第32回目
応　　　　待

品詞数 文の数 ％ 文の数％ 文の数％ 文の数％． 文の数　％．

1 18　90．0 82　78．0 58　79．5 77　70．6 58　56．3
2 2　10．0 14　13．3 6　　8，2 9　　8，3 15　14．5
3 6　　5，7 6　　8．2 10　　9．2 ’9　　8，7

4 ．1　　1．0 2　　2．7 5　　4．6 9　 8．7

5 1　　1．O 4　　3．7 6　　5．8

6 1　』0，9 2　　2．0

7 3　　2，7 2　　2．0

8 工　　1．0

11 1　　1．0

擬　声 1　　1．0 1　　1．4

合計
20 105 73 109 103

　10）質闘は次第にあらわれはじめ豊富な使用が可能に

なる。

　11）口まねは最初の段階が多く次第に減少していく。

　12）働きかけに対する言語内応答は各段階とも出現が

多く言語による伝達が盛んになる。『

　13）文節数から伝達の意図をもたない言語をみると

一文節が殆んどであるが次第に文形式もあらわれて自問

自答したりしている。

　14）伝達の意図をもつ言語を文節数からみると働きか

けに応答することぱに比べて自発的に表現することぱの

方に長い文が多く発達がすぐれている。

　15）品詞数から伝達の童因をもたない言語をみると発

達にづれて，品詞数を重ねて話す長い享の出現がみ今れ

る。

　16）伝達の意図をもつ言語を品詞数からみると文節数

の場合と同じく自発的に表現伝達する言語の方に長ヤ・文

の出現が多いo

』
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